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平成 29 年第 1回可児市議会定例会 一般質問通告一覧表 ３月９日（10日・13日） 

№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

1 出口 忠雄 

(真政会) 

1. 小学校・中学校・特別支援学校に於ける特別の教科「道徳」について 

（教育長） 

一括答弁方式 

小学校は平成３０年４月１日から中学校では平成３１年４月１日から道徳教育

が正規の授業科目として始まります。本市の取り組みについて伺う。 

 

2 髙木 将延 

(誠颯会) 

1.新年度設置される「こども健康部」の展望を問う 

（健康福祉部参事・企画部長） 

一問一答方式 

平成２９年度組織機構の再編で設置される「こども健康部」が母親、父親、子

どもの目線から見た上で、家庭や地域での子育てにどのように対応していくの

か、展望を問う。 

 

3 川上 文浩 

(誠颯会) 

1.岐阜医療科学大学進出に対する市としての対応は（企画部長） 

一括答弁方式 

市内名城大学跡地に岐阜医療科学大学が新キャンパスを開設することが発表さ

れた。今後市としてどのような対応を行っていくのか。 

 

2.本市におけるオープンデータの取組みについて（総務部長） 

一問一答方式 

オープンデータは地方公共団体にとっても、行政の見える化や地域が抱える課

題の解決にも貢献することが期待されている。ＩＣＴの進化がもたらす世界規

模でのパラダイムシフトにどう対応していくか。 

 

3.可児市広見地内の岐阜県教員住宅可児荘の危険性（建設部長） 

一問一答方式 

可児市広見地内の岐阜県教員住宅可児荘は、昭和 40年代に建設された地上４階

建て 24戸の集合住宅だが、１戸の契約が残っていることで取り壊しできないと

のことだが、防災・犯罪面からも危険な状態だ。今後の予定は。 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

4 冨田 牧子 

（日本共産党

可児市議団） 

1.郵便投票制度の周知を（選挙管理委員会書記長） 

一括答弁方式 

１月の県知事選挙で、市選管の事務ミスにより、５人が郵便投票することがで

きなかった。投票率の向上をめざしていたのに、大変残念なことであった。郵

便投票利用状況と拡大について問う。 

 

2. 保育は量の確保とともに質の確保を（健康福祉部参事） 

一問一答方式 

昨年、「保育園落ちた！」と多くの保護者から声が上がり、国は緊急対策を行っ

たが、今年は、さらに認可保育園に落ちた子どもが増加しているという。本市

の状況と保育の質の確保の取り組みを聞く。 

 

5 伊藤 健二

（日本共産党

可児市議団） 

 

 

1.合特法による代替業務の提供契約（市民部長） 

一括答弁方式 

合特法に伴い一般廃棄物処理業者に、影響を緩和し経営の近代化・規模の適正

化を図る計画を策定推進してきた。実施した措置の評価と成果を検証して、見

直しを行い民間事業者との協議を公開せよ。 

 

2. 合特法・代替業務の検証見直しを（市民部長） 

一括答弁方式 

合特法による代替業務の提供では、下水道施設関連管理維持事業など以外の事

業について見直し、公の施設の管理業務には適正に契約を行うべきだ。 

 

6 田原 理香 

(誠颯会) 

1.地域福祉の推進について（健康福祉部長） 

一括答弁方式 

地域福祉の方針、施策を定める重要な「可児市地域福祉計画」は現在第２期の

３年目であるが、果たして計画通り進んでいるか、評価を問う。また計画の要

である自治会・地区社協の活性化をどのように進めるか。 

 

2.ボランティアの拡充と地域支え愛ポイント制度（市民部長） 

一括答弁方式 

地域の支え合いが求められる中で、より多くのボランティアが必要とされてい

る。地域支え愛ポイント制度をより有効に機能させることで、ボランティアの

拡充につながると考えるが如何か。 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

7 板津 博之 

(誠颯会) 

1.「節薬バッグ運動」で医療費削減を（健康福祉部長・健康福祉部参事） 

一括答弁方式 

厚生労働省によると、潜在的な残薬は年間５００億円に上り、薬剤師の管理や 

指導によって４００億円分は改善できると推計されている。福岡市などで取り 

組んでいる節薬バッグ運動を本市でも導入できないか。 

  

8 山田 喜弘 

(可児市議会

公明党) 

 

1.本市の健康及び保健事業を問う。（健康福祉部参事・総務部長） 

一問一答方式 

本市の不育症対策の推進、ポイント付与による健康増進策、新生児聴覚検査の

推進及び受動喫煙対策について見解を問う。 

 

9 天羽 良明 

(誠颯会) 

1.次世代へ水資源を安定供給するために（水道部長） 

一括答弁方式 

次世代への水資源の安定供給と水道整備計画について 

10 渡辺 仁美 

（市民の声） 

1.女性活躍のための職業生活への支援（市長公室長・観光経済部長） 

一問一答方式 

働く女性が出産・育児他様々なきめ細かな支援を得れば女性活躍が進み、企業

も本市も経済等活性化につながる。企業へのワーク・ライフバランスの啓発と

起業等多様な働き方への経済政策上の方針を訊く。 

 

2.公民館の、地域拠点施設としての今後の方向性と本市の具体的な方針 

（市民部長） 

一括答弁方式 

昨夏、社会教育委員の会への諮問に対する答申があり、建設市民委員会で報告

された。この答申の主旨を生かし、市民がより使いやすい施設とするための具

体的な方策が出されることと思う。今後の方向性について聞く。 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

11 山根 一男 

（市民の声） 

1.働き方改革をどう進めるか（観光経済部長・市長公室長） 

一括答弁方式 

働き方改革が政府からも推奨されている。勤労の精神は大切だが、働き過ぎは

決して人々を幸せにしない。経済や社会に対してもマイナスである。そんな中

で地方自治体ができる働き方改革の啓発と実践について問う。 

 

2.原子力災害に対する備えは（総務部長） 

一括答弁方式 

当市においては、平成 24年９月に岐阜県が発表した『放射性物質の拡散シミュ

レーション』を受けて原子力災害への地域防災計画が策定されている。この内

容を検証するとともに新たなリスクへの対応を問う。 

 

 

この一覧表は、議員から提出された発言通告書の件名・要旨欄からそのまま掲載したものです。 


